
建設工事概要

地上６階、地下１階、
建物高さ 約30ｍ、延床面積 約3万㎡

● トレーニング場
（オリンピック競技・パラリンピック競技共同利用）
アーチェリー、水泳（競泳）、卓球、射撃、フェンシング、共用
体育館４面（車椅子バスケ、シッティングバレー、ウィルチェア
ラグビー等）
●宿泊施設(143名収容)
シングル、コネクト(介護者室)、ツイン、和室
●食堂 ●研修室・会議室 ●見学コース 等

拡充棟施設概要

ナショナルトレーニングセンターの拡充整備

設計者：松田平田設計・教育施設研究所設計共同体
施工者：株式会社フジタ
完成時期：２０１９年６月末竣工予定
建設工事費：約２００億円

トップアスリートが、同一の活動拠点で集中的・継続的にトレーニング・強化活動を行うため、パラリンピック競技の使用を想定した拡充
棟を整備し、オリンピック競技とパラリンピック競技の更なる共同利用化を図る。

既存施設との位置関係

整備工事の状況 2019年４月末時点
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